日本史プリント09　　飛鳥時代２（解答編）
●聖徳太子の死後

01：聖徳太子が亡くなると、また以前のように（蘇我）氏がいばりはじめました。
02：このころ、中国では（隋）が滅んで（唐）という国ができました。この国は（律令）

　　というルールにもとづいて、しっかりとした政治を行っていました。
03：蘇我氏の横暴さに耐え切れなくなった（中大兄皇子）と（中臣鎌足）は645年、２人

　　で協力して蘇我氏を滅ぼし、新しい政治を始めました。

04：この事件のことを、（大化の改新）といいます。

05：この後、中大兄皇子は（天智天皇）という名前に、中臣鎌足は（藤原鎌足）という名

　　前に変わりました。
06：この新しい政治は、このころ成立した（唐）を見習って行われ、（天皇）を中心とした

　　国づくりを目指しました。

07：このとき、日本で初の年号、（大化）が定められました。
●大化の改新の内容
08：（公地公民）：「すべての土地と人間は天皇のものである」とされた。
09：（班田収受）の法：（戸籍）を作り、それにもとづいて人々に田んぼを割り当てた。

10：このようにして割り当てられた田んぼのことを、（口分田）と呼びます。
11：このころ朝鮮では、（新羅）と（高句麗）が（百済）を滅ぼしました。

12：日本は（百済）に応援を求められ、（白村江）の戦いで連合軍と戦ったのですが、負け

　　ました。（天智）天皇の頃の話です。
●天智天皇の死後

13：天智天皇がなくなった後、後つぎをめぐって（壬申の乱）が起こりました。
14：その結果、勝った（天武）天皇が即位しました。
15：その後は、彼の奥さんの（持統）天皇が即位しました。
16：彼女は、（藤原京）に都を移しました。

17：天武天皇・持統天皇の頃に、唐の初期の文化の影響を受けた（白鳳）文化が生まれま

　　した。
18：代表的な建築として、天武天皇が作った（薬師寺東塔）があります。
19：また、美術では（法隆寺金堂壁画）と（高松塚古墳壁画）が有名です。

　 （白鳳文化は、壁画が有名である）
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